
荻野Ｂ地区 急傾斜地崩壊対策工事
【工期】令和３年３月１０日～令和３年１２月２８日

[今月のコラム]
～西城は｢製鉄のくろがねところ｣～

西城は出雲路・備中伯耆路が通る要

地で、「東城・西城はくろがねとこ

ろ」と歌われた製鉄の町でした。江戸

時代を通じて広島藩領で古くは入江村

のうちであった。寛文１０年(１６７

０)に町場が西城町となりました。江戸

時代には西城川源流域と近郷で鉄山業

（たたら）が繁栄したので、西城川東

岸の大佐村には鍛冶の町として五日市

が発達した。西岸の西城町は鉄の集散

地として発展し、大佐・八鳥は、東城

小奴可に通じる要地でもありました。

作業状況

第３号

進捗率

63％

排水工 防護柵工 土工

現場だより

暑さが和らぎ、過ごしやすい日が増えて参りました。しかし夏の疲れ

が秋に出ると申します。季節の変わり目でもありますので、ご健康には

ご注意ください。

さて、現在は地すべりの抑制を目的とした山腹水路工の施工を行って

おります。工事期間中、無事故無災害はもとより皆様方の暮らしの安全

安心に配慮しながら、安全第一で早期完成を目指して参ります。

秋の涼風とともに、地域の皆様方が幸多

き日々を迎えられますようお祈りいたし

ます。 （担当）田邊 拓司


